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2 フィンランド・台湾・ドイツ人学生受入れプログラム実施報告 

              3 ベトナム・タイ海外研修実施報告 

4 その他のお知らせ 

    2019夏実施の海外研修参加者の募集が始まりました！！ 

 

  ＝＝参加希望者募集中＝＝（全学科対象）＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

  申込み締切り 

5月 8日（水）16：30までに国際交流センターへ！！ 

 

＊オーストラリア海外研修  

 研修日 8/30（日）~ 9/15（月）17日間 

 全日程ホームステイ   

 

 

   

 ＊フィンランド海外研修 

   研修日 9/7（土）~ 9/17（火）11日間 

 ホームステイまたはホテルステイ 
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ヤムク大学・台湾弘光科技大学学生受入れ  

今回、フィンランド、台湾から健大へと留学に来た学生達との様々

なアクティビティに参加しました。 

一緒に食事をしたり、大学の話を聞いたりなど、楽しいことが沢山

ありましたが、一番印象に残っているのは茶道体験です。日本の文

化である茶道を学生達に体験してもらうために高校時代、茶道部だ

った私がお手本を見せました。その後、各々が自分でお茶をたて、お菓子を食べては「あまーい！」抹茶を飲ん

では「にがーい！」と、、、。 細かい泡が沢山出来た方がおいしいと聞くと、「もう一度やる！！」と 2度目にチ

ャレンジする人も（笑）楽しい一時でした。 

薬学科 3年 学生 

 

 

 

                        

  

  

 

 

 

 

 

フレセニウス大学学生受入れ  

研修ではドイツ人学生とともに、動作解析の授業を受け、考察、意見交換を

しました。英語でのグループワークに日本人は苦戦していましたが、話しが通

じた時はなんとも言えない嬉しい気持ちになりました。 

休日には日本の名湯、伊香保温泉へ！365段もある石

段を登ったあとの露天風呂はみんな気持ち良さそうで

した。頭にタオルをのせる文化は興味を持ったみたいで、面白がって真似していました。 

とにかくとっても楽しかったです！最初はままならない英語でしたが、最後には冗談も言

える仲になれました！学生のうちにこんな貴重な体験ができ、自分自身がレベルアップで

きた気がします。 

       理学療法学科 4年 学生 

 

 



フランクフルト応用科学大学学生受入れ  

3月 3日から 11日までフランクフルト応用科学大学の学生を受け入れました。 

私の思い出は、アンジェラというドイツ人学生と BTS のショップに行ったり新大久保

に行って遊んだりしたことです。私たちは BTSが好きという共通の趣味があり、仲良くな

れたきっかけでもありました。アンジェラとは今でも連絡を取り合える友達になりました。

また、東京ステイ一日目の夜にドン・キホーテやたい焼き屋さんに行ったり、ソフィーと

いう子の誕生日にホテルで他のドイツ学生とサプライズでお祝いしたりしたのもとてもい

い思い出です。プログラムが始まる前は、英語力がないからしゃべれないと心配していま

したがドイツの学生はみんな優しく、言葉に詰まっても「ゆっくりでいいよ」と言ってく

れ、たくさん話すことができました。 

 今回このプログラムで、友達ができたりもっと英語の

勉強がしたいと思えたり、本当にいい経験ができたと思

います。次は、私がドイツに行って今回日本に来たドイ

ツ学生のみんなに会いたいです！ 

                                                 

社会福祉学科２年 学生 

 

 

 

 

 

ホーチミン医科薬科大学へ  

薬学科では病院、薬局、製薬会社などの見学やベトナムの歴史がわかる博物

館に行きました。病院の待合室は壁がなくて開放的な作りになっているにも関

わらず、開放感を感じないほど混雑しており、とても驚きました。他国の医療

現場の見学は滅多にできないため、貴重な体験をすることができました。戦争

の歴史についての見学は当時の人の知恵に感心しました。その一方、多くの人

に被害をもたらし、現在も子孫に影響を及ぼしている枯葉剤については、将来

薬を扱う職業に就くものとして、様々なことを考えさせられました。 

 ベトナム研修はアカデミックなプログラムだけでなく、ベトナム学生との

交流も充実していました。“Happy Woman’s Day”には、ダンスや歌などのパ

フォーマンスやゲーム等、イベントを開催してくれ、一緒に楽しみました。ま

た、ベトナム料理でも、ハノイ、中部、南部等、それぞれの特徴を持つレスト

ランに連れて行ってもらいました。どの料理もおいしかったです。 

10 日間ほどの短い期間でしたが、帰国後も連絡を取り合うような素敵な

友達もできました。今だからできること、今しか経験できないこともたくさ

んあると思います。少しでも興味のある方はぜひ国際交流センターに足を運

んでみてください！！              薬学科 4年 学生 

～ベトナム料理～ 

～ラボでの実習風景～  

～Happy Woman's Day～  



  タマサート大学へ 

今回は、看護学科のみでの初めてのタイ研修でした。プログラムでは主に、タ

マサート大学の施設や附属病院の見学をしました。タマサート大学はとても大き

く、大学の敷地内をバスやタクシーで移動し、校舎の傍に大学用のアリーナがあ

るのが印象的でした。看護実習室の見学では、用具や演習内容が異なり、日本と

タイの看護業務の違いを感じました。 

学生交流では、タマサートの学生が朝から晩まで付き添ってくれ、食事や遊び

を企画してくれました。土日にはウィークエンドマーケットに行き、市場にはタ

イパンツやサンダルなどをはじめ、タイ独特の柄の小物たちやスイーツが多く売

られており、一日では満喫しきれない魅力が詰まっていました。去年ホームステ

イを受け入れていた学生たちにも会い、思い出話や学校のことで盛り上がり、たくさんの学生が「日本でとても

楽しかったから。」と手厚く歓迎してくれ、

国際交流をやってて良かったな～と強く

感じました。とても素敵な 5日間でした！ 

タイ料理も癖になります、、、。 

 

看護学科４年 学生 

 

 

 

ぐんま赤尾奨学財団の奨学金を得て行ってきました。 

春休みに 4週間のイギリス留学に行ってきました。ロンドンでホームステイをしながら、語学学校で勉強をし

つつ、猫の保護のためのチャリティショップでのボランティアも行いました。世界中から来た友達と一緒に授業

を受けられたことは、本当に楽しく刺激的な時間でした。しかし、同時に自分の力不足も痛感して、英語を始め

様々なことに対するモチベーションの向上に繋がったと思います。放課後や休日に友達とロンドンの美しい観光

名所をたくさん訪れ、話をしたことは、一生の思い出です！！ 

薬学科 4年 学生 

 

＊応募は毎年 4月にあります。 

3週間以上の海外留学で 30万円。 

行先は自分で選べます。詳しくは 

国際交流センターへ！ 

 

 

 

ESSサークル：ESSとは English speaking societyの略称で、様々な国から訪れる留学生のサポートを中心

に国際交流活動を行っています。毎週金曜日のお昼には部室で“しゃべランチ”を開催し、ランチをしながら学

科間で情報交換をしたり、英語で会話をしたりしています。メンバーの中には海外研修プログラム、個人留学経

験のある学生が多いので興味ある方は気軽に来てください！ 

              ESSサークル代表 薬学科 3年 学生 


